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『職能団体とは？』 

 代表理事 四谷 昌嗣 

 昨年からの COVID-19禍、会員の皆様におかれましては、感染予

防対策で日々ご心労のことと察します。昨年度は、福井県理学療法

士会におきまして事業の中止や変更を余儀なくされ、皆様にご迷惑

をおかけしましたことお詫び申しあげます。 

 今回は、「職能団体に属する意味」について述べさせいただきます。 

 まず、職能団体について調べてみますと、法律や医療などの専門

的資格を持つ専門職従事者らが、自己の専門性の維持・向上や、専

門職としての待遇や利益を保持・改善するための組織であると同時

に、研究発表会、講演会、親睦会の開催や、会報、広報誌などの発

行を通して、会員同士の交流などの役目も果たす機関であることと

記されています。 

 私たちが所属します日本理学療法士協会のホームページを見ると、協会情報で『本会は、理学療法士

が集う唯一の学術および職能団体です。理学療法士の地位向上を通じて、国民の皆様の医療・保健・福

祉の向上を目指し、学術大会や学術誌の発行、研究助成といった「学術」活動をはじめ、「教育・研修」、

「調査」、「広報」といった活動を展開している。』と記載されています。 

職能団体に所属することは、自分達の仕事、立場を守り、社会に対して専門職の責任を果たすという

意味があると思います。 

職能団体の役割として、現場で起きている問題を社会に対して提起することがあげられます。行政に

対する働きかけや、他の職能団体と連携、地域住民への周知と、個人のレベルや、所属法人のレベルで

は困難なことを専門職集団の総意として耳を傾けてもらえるようにすることです。 

そのためには、行動と数の力が必要不可欠です。研修の実施や、行政に対

して意見を出すときに組織の持つ力、そして、医療介護保険制度における、

理学療法士という仕事の持つ重要性を短期的にではなく、中長期的に考えて

いただければと感じます。 

福井県理学療法士会も職能団体として、会員の皆様はもちろんのこと、理

学療法士のために目的に応じた必要機関にしっかりと働きかけていきます。 

今後とも、会員の皆様には、ご理解とご協力をお願いいたします。 

 

News Letter 

 Ｎｏ.202 

公益社団法人 

福井県理学療法士会 

発行人：福井県理学療法士会 

〒910-0855 

福井市西方 1-2-11 嶋田病院 

会 長：四谷 昌嗣 

ニュース編集部：辻 大樹 



公益社団法人 福井県理学療法士会ニュース       No.202 

2021年 6月 15日 

  

福井県理学療法士会 ニュース編集部 

 
2 

 

  

 

 

 

 

① 小浜の紹介 

福井県の南西部に位置する人口約 28,000人の港町。 

小京都と呼ばれ全国京都会議に参加しながら市内には重要伝

統的建造物、国宝、国指定の重要文化財が数多くあることから海のある奈良とも呼ばれる歴史深い風光

明媚な街。若狭湾から 1ｋｍ東に位置する当院から見る夕日は壮観で圧倒される美しさです。 

 

② 小浜病院の特徴 

○ 若狭ブロック唯一の総合病院（456床）かつ中核病院として救命救急センター、一般病棟、療養病棟、

精神病棟、感染病棟、地域包括ケア病棟からなり超急性期から維持期までの幅広い患者様のニーズに

添いリハビリテーションを実施しています。 

○ 「地域住民の皆様とともに歩み、愛され、信頼される病院」の理念の下 PT18人 OT14人 ST3人が

在籍し、整形外科・外科、脳外科、内科の 3チーム編成で連携を密にとり地域住民の皆様への質の

高いリハビリテーションを目指しています。 

 

③ PTとして頑張っていること 

○ 認定 PT（呼吸器、循環器、脊髄障害、脳卒中）やがんリハ研修受講終了 PTが在籍し専門知識や技

術を伝達することで PT全員の質の底上げを目指しています。 

○ 近年 2年間の新人教育プログラムを作成し学会発表を含め卒後教育に注力し部門全体で後進を育成

しています。また隣接した看護学院のリハ科専門科目の講義を担当し将来協働を見据えた看護師育

成におけるリハビリ教育にも関わらせて頂いています。 

 

病院名に冠した杉田玄白小浜藩医の名に恥じぬ進取の精神で、地域住民の皆様に良質な理学療法を提供

し続ける事を目標に切磋琢磨し自己研鑽に励んでおります。 
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Professional  ~Style of works~ 

 

Profile 
 

 氏名：小柴 めい 

 所属先：福井総合病院 

 修得資格：運動器理学療法 

 経験年数：10年 

 出身校：福井医療短期大学 

 その他の資格：なし 

 

 
 
 
Questions 
 
Q1 この資格を取得しようと思った理由を教えて下さい． 

 専門分野での知識を学び、スキルアップに繋げるために取得しようと思いました。 

 

 

Q2 この資格に関わる魅力を教えて下さい． 

臨床においても活かせる知識を学べることです。 

 

 

Q3 この資格を取得して良かったと思うことを教えて下さい． 

日々の診療に対するモチベーションが向上したと思います。 

 

 

Q4 この資格を取得するために大変だった事などを教えて下さい． 

講習会での資料を読み込みましたが、単純な暗記ではないので、理解して覚えることが大変でし

た。一緒に受験した同僚と問題を出し合いながら勉強しました。 

 

 

Q5 今後のセラピスト活動に対する計画や目標，希望などを教えて下さい． 

更なるスキルアップや豊富な知識を身に付け、学会発表や論文投稿など出来たらと考えています。

今後、認定理学療法士を取得していることがキャリアアップに繋がってほしいと思います。 

 

 

小柴先生は写真左 
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丹南ブロック研修会に参加して 

                           林病院  田原 輝昌 

 

 令和 3年 3月 21日に COPD症例を題材とした研修会が開催されました。プロフェッショナルな呼吸

器リハビリの先生方による「評価」「運動療法」の発表は非常に分かりやすく、非常にいい体験となりま

した。 

 今回の内容は私の様な初級の方にも分かりやすい内容であり、主観的・客観的視点からの評価等、大

切なことを再確認させていただく機会にもなりました。また、運動療法に関しては有用な運動負荷設定

や指導方法など、患者さんに応じたリハビリテーションを行うための様々な知識を蓄えることが出来ま

した。 

 この研修会の内容を生かし、臨床の場でも応用し活用していけたらと思います。また、このような研

修会を開催して頂いた事に感謝すると共に、深く御礼を申し上げます。 

 

 

 

 

 

丹南ブロック研修会に参加して 

松田病院  曻 菜摘 

 

令和 2 年 3 月 21 日に丹南ブロック研修会が開催されました。本研修会は、昨今の新型コロナウイル

ス感染症の感染拡大の影響を受け、リモート形式での開催となりました。普段は足が遠のいてしまって

いる他ブロックの研修会ですが、リモート形式のため、自宅で参加できるという手軽さもあり、今回は

参加させていただきました。コロナ禍で人が集まっての研修会は難しくなっていますが、会場や移動時

間を気にせず参加できることはメッリトであると感じました。 

講義は、「COPD 症例から学ぶ呼吸リハビリテーション」をテーマに評価編、運動療法編に分けて行

われました。1 つの症例を通して、臨床での評価から運動療法までを具体的に解説して頂き大変分かり

やすかったです。また、多視点から評価を行い、総合的に判断し、リスク管理を行って運動療法を実施

していくことの大切さを学ぶことができました。これは、呼吸器疾患だけに限らず、どのような症例に

も共通することだと考えます。今回学んだことを活かし、質の高いリハビリテーションを提供できるよ

う、今後も精進していきたいと思います。 
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新入会員紹介 2021 
今年度の新入会員を紹介します！！ 

福井総合病院 

片山莉子 大藤良友 

嶋田病院 

柳生 歩 武蔵 麻奈未 羽生 直人 

 
宮崎病院 

濱出 真美 

光陽生協病院 

木村 仁一郎 



公益社団法人 福井県理学療法士会ニュース       No.202 

2021年 6月 15日 

  

福井県理学療法士会 ニュース編集部 

 
6 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

株式会社かくだ 

浜野 涼 

中瀬整形外科 

堀川 裕生 荒木 諒悟 

大森整形外科リウマチ科 

三輪 友基 品川 和輝 

公立丹南病院 

道辻 健太 

至捷会木村病院 

勝木 亮佑 
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           事務局からのお知らせ 6月  

◆ 会員の動向（令和 3年 5月末現在）◆ 

会員数：904名（勤務先会員 850名、自宅会員 54名）、施設数：181施設 

新入会員：21名 、休会者数：2名 、退会者数：2名 

✾会員の皆様、当会の運営にご協力とご理解を頂き厚く御礼申し上げます。 

士会活動は皆様の会費によって運営されております✾ 

 

◆  事務局からのお願い ◆ 

施設長・施設名変更時のお願い 

変更があった場合、速やかに日本理学療法士協会のマイページから異動届の提出をお願いいたします。 

申請してもすぐに反映されるわけではございません。郵便物の授受等でお急ぎの場合は、士会事務局に

事務員がおりますので、下記に連絡していただくか、Mailをお願いいたします。 

 

会員異動申請について 

会員の皆様の中で、自宅会員として異動申請される方がいます。 

日本理学療法士協会において、会員区分として下記のとおり勤務先をもつ会員は勤務先会員となります。 

これは福井県理学療法士会でも同様です。（パート勤務の会員も勤務先会員です） 

自宅会員とは勤務先を持たない会員となりますので、現在の登録が自宅会員となっている先生方は、 

日本理学療法士協会 HPのマイページより異動申請の手続きをお願いいたします。 

 

≪会員区分について≫ 

勤務先会員 勤務先をもつ正会員 

＊非常勤の方も勤務先をもつ場合は勤務先会員をご選択ください 

自宅会員 勤務先をもたない正会員および休会会員 

海外会員 海外に居住する正会員 

 

≪所属都道府県士会について≫ 

勤務先会員 勤務先がある県の士会に所属 

自宅会員 自宅がある県の士会に所属 

 

＊注意事項 

 ・年度途中の入会・復会・休会・退会は当年度の納入が必要です。 

 ・原則として県士会から発送される郵便物は施設宛となって 

  おります。 

その他、ご不明な点がございましたら、 

右記までご連絡お願いします。 

～会員の皆様へ～ 

ワクチン接種が始まりましたが、かつての『日常』が戻るのは 

まだまだ先のようです。ストレスもたまる中、これからどんどん気温も 

上がり暑い日も増えていきます。くれぐれもお体労わって下さい。 

 

福井県理学療法士会 事務局 

笈田裕美 横井浩江 

TEL：0776-29-7003 

Mail：office@fpta.co.jp 
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賛助会員 

有限会社 奥義肢製作所 

福井県福井市二の宮 2 丁目 

 

【編集後記】 

体調を崩したり、怪我をすると健康は幸せな事なんだなと感じます。普段、健康に過ごしている時はそ

の幸せに気づかない事が多いと思います。コロナウィルス感染拡大はまだ落ち着かない様子です。 

コロナ対策と体調管理をしっかり行いましょう。 


